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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結

累計期間
第54期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 1,917 1,967 7,646

経常利益 （百万円） 124 141 327

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 65 80 193

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 62 84 201

純資産額 （百万円） 5,473 5,630 5,626

総資産額 （百万円） 6,605 6,609 6,776

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 10.83 13.27 31.83

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 10.79 － 31.77

自己資本比率 （％） 82.3 84.7 82.5

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 第55期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善等、引き続き緩やかな回

復基調が続いておりますが、個人消費には依然として弱さがみられ、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動

の影響等、実体経済の先行きは依然として不透明な状況となっております。

当社グループが属する喫茶業界におきましては、原材料価格の高騰や労働需給の変化による人材採用難に伴う

人件費の上昇に加え、出店地の選択において、競合各社による競争も激化しており、依然として厳しい経営環境

が続くものと思われます。

このような状況の中、当社グループは平成29年６月歌舞伎座前店を改装オープンいたしました。

今後も、更にお客様に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やホスピタリ

ティあふれるサービスの提供に努めてまいります。

また、店舗数につきましては、平成29年４月ミヤマ珈琲熊本田崎店を閉店致しましたので、118店舗(内2店舗

はFC)となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,967百万円(前年同期比49百万円増)、営業利益は129百万

円(前年同期比14百万円増)、経常利益は141百万円(前年同期比17百万円増)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は80百万円(前年同期比15百万円増)となりました。

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、6,609百万円となり前連結会計年度末に比べ166百万円の減少となり

ました。これは主に、現金及び預金が153百万円、投資その他の資産が26百万円減少したことによるものであり

ます。

負債は979百万円となり前連結会計年度末に比べ170百万円の減少となりました。これは主に、賞与引当金が51

百万円、その他流動負債が43百万円、リース債務が12百万円、役員退職慰労引当金が50百万円減少したことによ

るものであります。

また、純資産は5,630百万円となり前連結会計年度末に比べ3百万円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金が1百万円、その他有価証券評価差額金が1百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は84.7％(前連結会計年度末は82.5％)となりました。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

100株

計 6,252,004 6,252,004 － －

 (注) 「提出日現在発行数」欄には、平成29年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月1日
　～

平成29年６月30日
－ 6,252,004 － 771,682 － 1,062,078

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 153,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,098,100 60,981 －

単元未満株式 普通株式 404 － －

発行済株式総数 6,252,004 － －

総株主の議決権 － 60,981 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

㈱銀座ルノアール
東京都中野区中央

4丁目60番3号
153,500 － 153,500 2.5

計 － 153,500 － 153,500 2.5

（注）当第１四半期会計期間末の自己株式数は、153,526株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,251,758 2,097,866

売掛金 21,503 19,914

商品 35,384 34,317

繰延税金資産 66,822 66,822

その他 168,409 187,110

流動資産合計 2,543,877 2,406,031

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,661,831 3,689,009

減価償却累計額 △2,489,813 △2,507,183

建物（純額） 1,172,017 1,181,825

工具、器具及び備品 361,608 363,247

減価償却累計額 △294,378 △295,733

工具、器具及び備品（純額） 67,230 67,513

土地 518,173 518,173

リース資産 235,272 235,272

減価償却累計額 △143,884 △155,648

リース資産（純額） 91,387 79,624

その他 2,454 2,454

減価償却累計額 △2,174 △2,244

その他（純額） 279 209

有形固定資産合計 1,849,088 1,847,346

無形固定資産   

ソフトウエア 15,969 14,928

無形固定資産合計 15,969 14,928

投資その他の資産   

投資有価証券 64,885 67,086

長期貸付金 77,004 75,969

敷金及び保証金 1,865,199 1,883,676

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 116,197 115,929

その他 144,291 98,656

投資その他の資産合計 2,367,577 2,341,318

固定資産合計 4,232,636 4,203,594

資産合計 6,776,514 6,609,625
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 101,679 94,141

短期借入金 80,000 80,000

リース債務 49,487 49,505

未払法人税等 80,894 77,696

賞与引当金 82,210 30,540

株主優待引当金 16,699 14,100

その他 405,392 361,990

流動負債合計 816,364 707,974

固定負債   

リース債務 46,824 34,441

役員退職慰労引当金 117,749 67,244

退職給付に係る負債 132,109 135,135

その他 36,687 34,687

固定負債合計 333,370 271,508

負債合計 1,149,735 979,482

純資産の部   

株主資本   

資本金 771,682 771,682

資本剰余金 1,062,078 1,062,078

利益剰余金 3,852,401 3,854,023

自己株式 △118,836 △118,836

株主資本合計 5,567,325 5,568,947

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24,681 26,615

その他の包括利益累計額合計 24,681 26,615

新株予約権 1,626 2,236

非支配株主持分 33,144 32,343

純資産合計 5,626,779 5,630,142

負債純資産合計 6,776,514 6,609,625
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,917,882 1,967,654

売上原価 241,984 249,410

売上総利益 1,675,898 1,718,244

販売費及び一般管理費 1,561,146 1,589,126

営業利益 114,751 129,117

営業外収益   

受取利息 467 397

受取配当金 901 984

受取家賃 7,011 7,243

受取保険料 1,821 2,268

その他 1,774 4,276

営業外収益合計 11,975 15,169

営業外費用   

支払利息 180 154

不動産賃貸費用 1,048 1,041

撤去費用 35 49

その他 1,295 1,415

営業外費用合計 2,560 2,662

経常利益 124,166 141,624

特別利益   

受取保険金 - 44,270

特別利益合計 - 44,270

特別損失   

固定資産廃棄損 475 5,064

役員退職慰労金 - 36,782

特別損失合計 475 41,847

税金等調整前四半期純利益 123,690 144,047

法人税等 56,625 61,547

四半期純利益 67,064 82,500

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,352 1,598

親会社株主に帰属する四半期純利益 65,712 80,901
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 67,064 82,500

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,138 1,933

その他の包括利益合計 △4,138 1,933

四半期包括利益 62,926 84,434

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 61,574 82,835

非支配株主に係る四半期包括利益 1,352 1,598
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費
 

66,182千円
 

 
59,929千円

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 78,630 13 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 79,280 13 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 10円83銭 13円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
65,712 80,901

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
65,712 80,901

普通株式の期中平均株式数（株） 6,067,599 6,098,478

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 10円79銭 －

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） 23,721 －

（うち新株予約権（株）） (23,721) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

当社の経営する一部店舗が賃貸人の都合により撤退することが平成29年７月４日に決定したため、平成30年

３月期第２四半期連結会計期間において受取補償金140百万円を特別利益として計上する見込みであります。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　聡　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北澄　　裕和　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ル

ノアールの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保

管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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